
小学生～４０歳くらい対象　不登校・ひきこもり・学校中退などの状態にある若者
または学校や社会人生活に生きにくさを感じている方への総合サポート活動

２０２０年５月号　　№22

「STAY　HOME」―でも第２の居場所でもある

　いつも当所の活動にご理解とご支援を賜り大
変感謝しております。
特定非営利活動法人京都教育サポートセンター
ならびに個別指導学習塾個別教育予備校 MES
はできる限りの新型コロナ対策に協力してまい
ります。
５月６日までの休業を決定し、それ以後は現段
階ではその後も対策を講じた上での運営を実施
する所存です。

（ただし、情勢悪化で緊急事態が継続した場合
は休業継続も検討に含みます）
運営の方針は次ページに記載いたします。

　休業自体も苦慮の結論でした。
当所の利用者の半分は発達障がい要素または精
神要素からなかなかじっとできにくい方が多い
からでその方が行き場がなく、様々を出歩いて
しまうことになるとその方がコロナ感染リスク
を高める原因者になる確率が高くなると考える
からです。

　しかし、無条件で開所するということも移動
の部分も含めての感染リスクがありますから、
つねに天秤の中にいる状態です。
何とかバランスを保ちながら今後も運営してま
いります。

　基本は「STAY　HOME」です。

　新型コロナに関しては現在ワクチンも効果が
承認されて一般に使用できる薬が存在しませ
ん。拡大を防ぐ唯一の手段は「人と関わらない
こと」です。当所の理念は「人として社会で生
きていくための勇気と自信を培う」上で

「他人と関わる」ことからの気づきから学び経
験値として社会に向けて積んでいくことですが
この状況の中では逆のことであってもそちらが
優先と考えます。命あってでしか社会生活が存
在しません。

　そして、今般のコロナウイルスは無症状での
感染が懸念材料であり「自分はかかってない」
は証明ができません。ということは「自分が感
染源になって人に移す」可能性があるわけです。
緊急事態中は極限までの自粛そうでなくなって
も収束に向かうためにはソーシャルディスタン
ス、手洗い、マスクエチケットなどのことを国
民全員が行い、できる限りの感染拡大防止を
することが必要です。「自分一人くらい」は封
印すべきものになります。

　みんなで協力・自粛でコロナを乗り越えてい
きましょう！！！

「STAY　HOME」

※「STAY　HOME」での私にできるサポートは
していきます。 ( 南山　勝宣 )



「STAY　HOME」自宅以外の第２の居場所として

今般の新型コロナ感染にかかる状況に対して
フリースクール「特定非営利活動法人京都教育サポートセンター」ならびに
個別指導学習塾「個別教育予備校 MES」の運営におきまして
下記の方針とします。

１．当所は両団体ともに「学習塾等」に当たるとのこと
２．床面積は１００㎡未満の施設であること

これを踏まえて、社会状況や休業要請などに対して
対応を随時行ってまいります。

◎　緊急事態宣言が発令され、京都府からの休業要請が出ている場合に対して
１．２０２０年５月６日までの休業は決定し、休業いたします。
２．休業中は事務所を閉鎖し、電話相談・SNS 相談・家庭訪問・家庭教師のみの活動とします。
３．休業要請に対して社会状況から「１００㎡未満の施設は感染リスクに対する適切な対
応をした上で運営ができる」ことを用いて運営する場合はイベント実施はせず、居場所利
用・個別指導学習サポート・家庭派遣・家庭教師・面談相談・電話相談として毎週火曜日
から土曜日の１２時から１８時で運営いたします。

◎　緊急事態宣言が解除された場合は、社会状況を見極めつつ運営をいたします。
運営方針（新型コロナ感染社会情勢への特別体制　期間未定）

当所がこの新型コロナ感染による情勢下で運営をする場合は
当所を利用する方の多くが発達障がい要素または精神的な部分で
じっとできにくい方がおられる事実を踏まえた「自宅以外の第２の自粛場所」
という位置づけで避難的な場所といたします。

１．通所運営とした場合も当面の間は毎週火曜日～土曜日の１２時から１８時の運営とし
ます。
２．イベントは外に出るものを中心としたものを当面行い、雨天などは中止とします。
３．スタッフ体制は有志ボランティアのみの最低限の人数で行います。
４．入室時に手洗いを義務とし、手指消毒もできるようにいたします。
５．常時窓を開けて換気を実施します。
６．対面式の会話をする場合はマスクを着用（面談時は必ず）
７．遊びで道具を用いた後は手洗い
８．できる限りの距離を取りながら「各自の居場所」的な感覚でご利用下さい。
９．費用他のことは別紙がございます。お問い合わせ下さい。

なお、機関紙「ゆっ歩通信」「KSCE 通信」は当面紙媒体での発行を取りやめて PDF 形式でメー
ル等で送付いたします。

送付希望の方はお名前とメールアドレス（PDF 添付可能なものであればメール以外でも可
能）を syomu@ksce.jpn.org 宛にお送りください。

新型コロナ感染における当所の方針



ご意見・ご要望・ご感想は　特定非営利活動法人　京都教育サポートセンター　まで
〒６０４－８００５　京都市中京区恵比須町４３９早川ビル６階　HP：http://ksce.jpn.org/
電話　０７５－２１１－０７５０　FAX　０７５－２１１－０７５０　mail : syomu@ksce.jpn.
org

レクリエーション日について
※５月中止６月以降は未定で
す
通 常 の フ リ ー ス ペ ー ス と 違
い、TV ゲーム・カルム・麻雀
などの他者への影響が出そう
なものもできる日です。また
この日はどなたでも参加可能
です。
KSCE 内部生・MES 生無料　
利用生 1,000 円　
ALKnet 利用者 500 円
その他 1,500 円
実施日は４ページカレンダー
参照。

ものづくりかふぇ・健康体操教室以外のイベントは原則
前運営日１８時が申し込み締め切りです。
※　５月中止６月以降は未定です
また２人以上の参加申込がない場合は実施しません。

（参加申込が２人以上あったが、当日キャンセルが出て
減った場合は原則実施します）
実施確定となった場合は、一部のイベントは当日参加も
可能とします。

活動の告知は機関紙・事務所掲示以外に　ブログ
http://ksce.jpn.org/?page_id=1234 /
フェイスブックページ
https://ja-jp.facebook.com/ksce.apollo/
twitter ID ＝ KSCEleader
代表 SNS（LINE・twitter・facebook 他）問合せください。

◎「歩（あゆむ）プロジェクト」は定期的なサークル的活動と社会活動・レクリエーショ
ンイベントなど行いながら人と関わる・心のエネルギーをためるためのフリースクール活
動です。様々なことを実施しています。よかったらまずは見学にお越しくださいね。
歩プロジェクトは当所の利用生の有無を問わずどなたでも参加可能です。
KSCE のルールはお互いの尊重です。

当所事業所長南山が対応いたします、各種相談は
随時受け付けています。生活相談・心理面相談・
進路相談・学習相談など対応いたします。
本人だけでなく、保護者等支援者のサポートも
行っています。抱え込まずに良かったらお気軽に
お申し出ください。メール相談はＰＣメール

（状況により所長携帯）での対応ＬＩＮＥ相談は
申込者に専用ＬＩＮＥＩＤをお知らせいたします。

（メール・ＬＩＮＥ相談は内部生・利用生は除く）

電話相談　要予約
面談相談　要予約
メール・ＬＩＮＥ相談

料金はお問い合わせください。
電話：０７５－２１１－０７５０
mail：syomu@ksce.jpn.org

◎　面談相談・電話相談・ＬＩＮＥ相談・メール相談　受け付けています。



日 月 火 水 木 金 土

1
休業

2
休業

3
休業

憲法記念日

4
休業

みどりの日

5
休業

こどもの日

6
休業

振替休日

7
運営再開予定

8 9

10
お休み

11
FS 休み

12 13 14 15 16

17
お休み

18
FS 休み

19 20 21 22 23

24/31
お休み

25
FS 休み

26 27 28 29 30

２０２０年５月

Copyright　Kyoto Supporting 
Center of Education(KSCE)

カレンダー中の表記について
「KSCE」京都教育サポートセンター
「MES」個別教育予備校 MES
「お休み」KSCE・MES 共休業です
「歩」歩プロジェクト活動
「FS 休み」居場所利用がお休み（学習・

家庭教師などは実施しています）

（歩）と書かれたものは原則どなたで
も参加可能です。（参加費等が異なり
ます。）
連携団体 (ARU、LPW) さんのイベ
ントも参加可能です。時間など詳
細はＡＲＵさん、ＬＰＷさんに直
接でも当所に問い合わせられても
可能です。 
参加者区分　
内－内部生　利－利用生
A － ARU 関係者　L － LPW 関係者
M － MES 生　他ーその他
参加費用は内利 M は後請求　
AL 他は当日 

４月２０日時点の予定

◎ KSCE

◆２０２０年４月２０日～５月６
日休業

☆５月７日木曜日　再開予定
居場所運営時間は毎週火曜日～土
曜日の１２時～１８時

（１７時４５分片付け開始）
１７時３０分以後の居場所利用目
的入室は不可

個別指導学習サポート
面談
家庭教師
家庭派遣
は随時可能な時間で行います。

イベントはすべて未定とします。

実施する場合はブログ・各種 SNS で
告知いたします。

電話相談・SNS による相談・家庭教師・
家庭訪問は行います。

（予約制・所定の費用がかかります）

詳細はお問い合わせ下さい。

利用者の有無を問わず
LINE・twitterDM・ 代 表 e-mail( 原 則
PC で返信しますので受信設定を見て
くださいね）
による話の対応や相談を
代表南山のみですがよければ無料で
受け付けます。

（当面５月３１日まで）

当所利用者で代表とつながっている
方を除き、最初のみメール soudan@
ksce.jpn.org または
HP からのフォームでお申し出いただ
き
◎お名前・年齢・性別
◎希望する方法

◎ そ の 方 法 の た め の 情 報
（ メ ー ル ア ド レ ス・LINEID・

twitterID）
ID 検索などが年齢制限ででき
ない場合はメール返信で
QR コード等送付いたします。

（相談対応　略歴）
南山勝宣（みなみやまかつの
り）４６歳　男
フリースクール（NPO 法人）
個別指導学習塾を運営
運営は１９年目に入りました。
京都の河原町三条で運営。
兵庫県神戸市在住・同市出身

兵庫県立神戸高校卒
京都工芸繊維大学　電子情報
工学科　卒
フリーターを経て
京都教育サポートセンター理
事長
２０１５年筋層膿瘍で２カ月
入院
２０１７年水ぼうそうで入院
コンビニ・印刷原版工場・個
別指導塾講師・中元配達仕分
けのバイト歴・正社員は経験
なし


